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〔慮外脚 告〕パラグアイにおける野鳥による野菜被害

5.加害鳥について
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要 約

今回確認した野菜の加害鳥はハイイロイカル

Saltator coerulescens,ハイガシラソライロフウ

キンチ ョウ Thraupis sayaca，キバラツグミ

Turdus amaurochalinus,ナンベイコマツグミ

Turdus rufiventrisの4種である.またイチゴ

生産農家の聞き取り調査では,キバラオオタイ

ランチョウPitangus sulphuratus,マミジロマ

ネシツグミ Mimus saturninus.テリバネコウ

ウチョウ Molothrus bonariensis,コウカンチョ

ウParoaria coronata,クロガミインコNandayus

nenday,ハシブトルリハシインコ　Forpus

xanthopterygius,オキナインコ Myiopsitta monachus

など7種が加害鳥とされた．

はじめに

パラグアイでは冬春期に野鳥による野菜加害

が頻発する.被害は葉菜類から果菜類に及び,

11科25種の野菜で被害が確認された (外間ら，

2009).被害株は樹木に近接する圃場の端に集

中した (外間ら,2010).しかし野菜を加害す

る野鳥の種類は未確認であった．

調査地では.野菜の加害鳥として数種知られ

また加害の現場を目撃していたが,種の同定に

は至らなかった.また調査地及び現地生産者は,

数種野鳥の加害を目視し,種類まで認識されて
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いる.しかしその詳細な報告はない.

今回,野菜を加害する野鳥の種類を明らかに

したので,その概要を報告する.

調査方法

加害鳥の調査は現地及び生産者への聞き取り

で行った.現地における加害烏調査はサンロレ

ンソ市のアスンシオン大学農学部台湾支援農場

で行い,聞き取り調査はセントラル県ピラジュー

で行った．

加害鳥の調査は2010年 6月から8月にかけて

適宜行った.調査は目視及び双眼鏡で確認し,

カメラ収録した．また同農場の関係者にも聞き

取り調査を行った.

現地聞き取り調査は2010年8月21日にイチゴ

生産農家を対象として行った 調査対象数は5

人であった

結果

1.加害烏の調査

今回確認した野菜の加害鳥は次の4種である.

1)ハイイロイカル　Saltator coerulescens

(図 1)

スズメ 目 (PaSSeriformes), ホオ ジロ科

(EmberlZldae)に属する体長20cmの中小型鳥

スペイン語ではPepiterogris,グアラニー語
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図1 ハイイロイカル
FlgUra1SaILatorcoe,U/escens

ではllaviatyvytaと呼ばれる.英名はGraylSh

saltatorである (AGP,2005).

メキシコからチリを除く中南米全域に分布す

る.パラグアイ全域に分布し,森林や乾性漕木,

サバンナ.防風林.水辺の原野等で単独.つが

いでみることができる また村落jtl辺の薮にも

生息する (AGP,2005;Canevarlら.1991;

EIsam,2006;NaroskyAYzurleta,2006).果

兎 花泉 象 種子を摂食する (EIsam,2006)

調査地のアスンシオン大学農場では.イチゴ

果実及びブロッコリーの葉を加害していた (図

1).またキャベツ畑沿いのアメリカイヌホウ

ズキ (Sohznum amerM num) の薬を摂食する

ことがあった (図2).

図2.7メリカイヌホウズ牛の美を摂食するハイ
イロイカルSa/taLorcoerulescens

FIgUra2Sa/tatorcoeru/escensestacomlendo
lashoJasdeSolanum amencanum

2)ハ イガ シラソライ ロフ ウキ ンチ ョウ

Thraup/ssayaca (図3)

図3.ハイガシラソライロフウキンチョウ
FIugUra3ThlaUPIS SayaCa

ス ズ メ 日 (Pass8rlformes), ホ オ ジ ロ科

(EmberlZldae)に属する体長15-17cmの小型

鳥 スペイン袷では CelestlnO,グアラニー袷

では Sallhovy,Cbovy,CelestlnOと呼ばれ

る 英名は Sayacatanagerである (A.GP,

2005)

コロンビアからアルゼンチンまで南米全域に

分布する.パラグアイ全域に分布する留鳥で,

湿潤漕木杯.サバンナ,ヤシ杯,防風林などで

単独.つがいで見られ,しばしば群れをなすこ

とがある.また街路や庭臥 村落近辺にも生息

する CAGP,2005;Canevariら,1991;EIsam,

2006:Narosky･Yzurleta,2006) 基本的に

は果実食であるが.家庭の生ごみ,花,発芽し

た芽,昆虫などを摂食する (EIsaLJl,2006)

調査地では,ブロッコリー及びピーマンの葉

を加害するのを確認した.6月12日と19日には

集団でのブロッコリー加害が見られた.群れは

20羽以上におよび,フェンス沿いの高木を往復

し加害を繰り返していた (図4),
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図4.群れでブロッコリーを加害するハイガシラ
ソライロフウキンチョウThraup/ssayaca

FIUgUra4BandadadepaJarOS(ThraupJSSayaCa)
estancomlendolashoJaSdebrocoll

3)キパ ラツ グ ミ Turdus amau/lochs/JnuS

(図5)

図5.キパラツグミ
FIgUra5Turdusamaurocha/lnuS

スズメ日(Passerlformes),ツグミ科 (Turdldae)

に属する体長21-23cIIlの中小型烏 スペイン語

では ZorzalmaLndlOCa, グアラニー帝では

Ⅹorochlre,Haviakorochlreと呼ばれる 英

名はCreamy-bellledThrushである (A.GP,

2005).

ブラジル南および西部,パラグアイ,アルゼ

ンチン北部.中央部.ウルグアイ,ペルーに分

布する.パラグアイ全土に分布し,森林や湿潤,

乾性な種木,防風林,都市近郊,村落近辺に単

独,つがいで見られ 小グループの群れをなす

ことがある.(AG.P,2005:Canevarlら.1991:

EIsam,2006;Narosky･Yzurleta,2006).

果実,昆虫類を摂食する (ElSam,2006),

調査地では.イチゴ果実を摂食加害していた.

4)ナンベイ コマツグ ミ TurdusrufwentrJS

(図6)

図6 ナンベイコマツグミ
Flgura6TurdusrulwentrlS

スズメ目 (Passerlformes),ツグミ科 (Turdldae)

に属する体長23-25cmの中型鳥 スペイン語で

はZorzalcolorado,グアラニー語ではKorochlre,

Haviapyta,と呼ばれる 英名はRufous-bellled

Thrushである (AGP,2005)

ボリビアからブラジル,パラグアイ,アルゼ

ンチン,ウルグアイに分布する.パラグアイ全

土に分布し.森林や湿潤.乾性濯木.防風林.

都市近瓢 村落近辺に単独,つがいで見られる.

(AGP,2005;Canevarlら, 1991;EIsam,

2006;Narosky･Y耳urleta,2006) 果実,種

千,ミミズ,昆虫類を摂食する (EIsam,2006).

調査地では,イチゴの果実を摂食加害してい

た
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2.児き取りによる加害烏の調査

生産地良家などの聞き取り調査から次の7種

が加害鳥とされた

1)キパ ラオオタイラ ンチ ョウ P/tangus

su/phuratus

スズメEl(Passeriformes).タイランチョ

ウ科 (Tyrannldae)に属する体長20-24cmの

中小型息 スペイン語ではPltOg鴫 Pltangua,

グアラニー請ではPltOgue,Pltangua,PltOgd6
と呼ばれる.英名はBoat-bllledFlycatcher,

Greatkiskadeeである (AG.P,2005).

北アメリカからアルゼンチン南部まで分布す

る.パラグアイでは全域に分布し,乾性漕木,

雑木林,湿地,都市近郊,村落近辺に単独,つ

がいで見られる.(ACP,2005;CanOvarlら,

1991;EIsam,2006,Narosky･Yzurleta,2006).

昆虫簸,小魚,オタマジヤクシ,家庭の生ごみ

を摂食する (EIsam,2006).

イチゴ農家の調査では果実摂食を聞き取りし

た

2)マミジロマネシツグミM/mussatumlnUS

スズメ目 (Passerlformes).マネシツグミ

料 (Mlmldae)に属する体長25-26cmの中型烏

スペイン語ではCalandrla,グアラニ-語では

Guyra丘e'engatuと呼ばれる.英名はChalk-

browedMockingblrdである (AGP.2005)

ブラジル,ボリビア,アルゼンチン,ウルグ

アイに分布する.パラグアイでは全域に分布し,

牧草地,小港木の茂み,乾性地の薮,村落近辺

に単独,つがいで見られる (A.GP,2005,

Canevarlら,1991;EIsam,2006;Narosky.

Y2:urieta.2006) 基本的に昆虫食であるが,

果実を摂食することもある (ElSam,2006),

イチゴ生産農家からは果実の摂食加害を聞き

取りした.

3)テ リパ ネ コ ウ ウ チ ョ ウ Mo/othrus

bonanensIS

スズメEl(Passerlfbrmes).ムク ドリモ ド

キ科 (Icterldae)に属する体長18-22cmの中小

型息 スペイン語ではTuェdurttJlt'grldo,グア

ラニー語では Guyrauと呼ばれる 英名は

ShinyCowbirdである (AGP,2005).

パナマ. トリニダード･トバコからアルゼン

チンまで南アメリカ全域に分布する パラグア

イでは全域に分布し,牧草地,サバンナ,川わ

いなど湿地帯や農耕地.公陸)などに見られ,大

きな群れをつくることがある (A.GP,2005,

Canevariら,1991;EIsam,2006;Narosky･

Yzurleta.2006) 種実や小動物,屋虫などを

摂食する (EIsam,2006).

イチゴ生産農家からは果実の摂食加害を聞き

取りした.

4)コウカンチョウParoarIaCOrOnata

スズメ目 (Passenformes), ホオジロ科

(EmberlZldae)に属する体長17-19cmの中小

型鳥.スペイン語ではCardenal,グアラニー

語では Guyatm と呼ばれる 英名は Red-

crestedCardlnalである (AG.P,2005)

ブラジル,ボリビア,パラグアイ,ウルグア

イ.アルゼンチンに分布する パラグアイでは

全域に分布し,乾生潅木林,ヤシ林,集落およ

び農耕地などで単独,つがいで見られ 小さな

群れ をつ くることがある (A.GP, 2005,

Canevarlら,1991,EIsam,2006;Narosky･

Yzurleta,2006) 種実,発芽した芽,果夷な

どを摂食する (EIsam,2006).

イチゴ農家の調査では果実摂食を聞き取りし

た.
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5)クロガミインコNandayusnenday

オ ウ ム El(PslttaCiformes), イ ン コ科

(PslttaCidae)に属する体長30132cmの中型鳥

スペイン語では 舟anday,グアラニー語では

内andayと呼ばれる, 英名は Blat:k-huuded

parakeet,Nandayparakeetである (AGP,

2005).

ブラジル.ボリビア.パラグアイ.アルゼン

チンに分布する パラグアイでは全域に分布し,

ヤシ林,乾性潜水,小港未の茂み,雑木林,集

落および農耕地などに見られ,群れをなすこと

がある (AG.P,2005;Canevarlら,1991,

EIsam,2006;Narosky･Yzurleta,2006).

種実.花,秦,発芽した芽,果実などを摂食す

る (EIsam,2006).

イチゴ良家の調査では果実摂食を聞き取りし

た.

6)ハ シ プ トル リ ハ シ イ ン コ Forpus

xanthopterygIUS

オ ウム 目 (PslttaCiformes). イ ンコ科

(PslttaCidae)に属する体長11cmの小型鳥.

スペイン語ではVludlta,CatltaⅥuda,グア

ラニー語ではMbembelと呼ばれる.英名は

Bluewingedparrotlet(greenrumpedparrotlet)

である (AG.P,2005)

ブラジル,ボリビア,パラグアイ,アルゼン

チンに分布する.パラグアイでは東部地域の湿

潤濯木林の綾.雑木林.暴風林.集落および農

耕地などに見られる (A,G.P,2005,Canevari

ら,1991,Narosky･Yzurleta,2006).

2009年に農業普及局の圃場でブロッコリーの

菜の加害をE]祝した.イチゴ生産農家からは果

実の摂食加害を聞き取りした.

7)I++ィ>=MyIOPSIttamOnaChus

オ ウム 日 (PslttaCiformes), イ ンコ科

(PslttaCidae)に属する体長27cmの中型鳥.

スペイン語ではCotorrlta,グアラニー語では

Tul'karanda'y,Nanda'yと呼ばれる.英名

はMonkparakeetである (AG.P,2005)

ブラジル,パラグアイ,ウルグアイ,アルゼ

ンチンに分布する.パラグアイでは全域に分布

し,ヤシ林,雑木林,都市近郊,農耕地などで

つがいで見 られ,群れをつくることがある

(A.GP,2005;Canevarlら, 1991;EIsam,

2006,Narosky･Yzurleta,2006).果実,種

実,薬などを摂食する (EIsam,2006).

イチゴ農家の調査では果実摂食を聞き取りし

た.

考 察

パラグアイの野菜を加害する野鳥4種を確認

し,また農家聞き取りでは7種が加害鳥とされ

た.4種の加書鳥については,今回加書を確認

することができたが,農家聞き取りの7種につ

いては未確認である.また今回未確認のキパラ

オオタイランチョウ (州angussulphuratus),

ハシプトルリハシインコ (和 usxonthoP棚 us)

は2009年に農業普及局の圃場で加害をEl視して

いるが.証拠となる写真拍影がないことから未

確認とした.この7種は未確認の加害鳥として,

再度調査することが必要である.

今回の調査からパラグアイの野菜を加害する

野鳥は数種にのぼることが明らかにされた.い

ずれも冬期に野菜を加害するものと思われるが,

夏期のウリ類の秦や果実を加害するのと同一の

種であるかは不明である.今回の調査が冬期で

あることから,冬期における加害鳥とすべきで

ある しかし今回加害を確認した4種はパラグ

アイの留鳥であり,野生の採餌植物の減少次第
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では夏期に野菜を加害することも考えられる.

加害鳥が数種に上ることは防止対策も煩雑に

なる しかし今回の加害鳥は中型種が多く.習

性が近似することから,個別に対策する必要は

ないと思われる.野鳥による被害の的確な防除

対策がないなかでは,個々の加害鳥の生態など

基礎的な調査研究が重要である.パラグアイに

おける野鳥による野菜加害の研究も緒についた

段階である 今後,野鳥の生態など基礎的な調

査研究を踏まえ,防止対策を構築することが必

要である
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